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 要  旨 
近年，更なる高速移動通信の実現を目指し，第４世代移動通信方式の検討が始まっ
ている．移動通信において高速伝送を実現するためには，通信品質の劣化要因に対し
て強い耐性を持つことに加え，周波数利用効率の高い伝送方式が不可欠である．この
伝送方式の一つの候補としてマルチキャリア CDMA 方式が注目を集めている。マル
チキャリア CDMA 方式は，マルチキャリア通信の一つであり，遅延波に高い耐性を
有する OFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)方式とセルラ通信での
周波数利用効率の高い CDMA（Code Division Multiple Access）方式とを組み合わ
せた方式である．この二つの特性を併せ持つことにより，マルチキャリア CDMA 方
式は伝搬遅延に強く周波数利用効率の高いデータ伝送を可能にする。 
マルチキャリア CDMA を用いるセルラシステムでは，複数のセル間で同一周波数
を繰り返し利用でき，端末が基地局の近くに存在する場合には，干渉となる信号電力
に対して受信信号電力が大きいために高い通信品質を保つことができる．一方で，端
末がセルの境界線上に存在する場合には，所望の基地局からの信号電力が低下し，さ
らに周辺に存在するセルの基地局から送信されている信号が干渉成分となり，その影
響により通信品質が劣化してしまう。このようなセル端の特性改善手法として様々な
手法が考えられている．代表的な例として複数基地局が同時に送受信する基地局連携
手法などが挙げられる．しかしながら，基地局連携に参加する基地局数とユーザ数の
比率が大きすぎると，干渉の増大によりかえって伝送特性が劣化にしてしまう問題が
ある。 
本論文ではマルチキャリア CDMA方式に対して，セル端の特性を改善するため中継
システムを用いることを考える．しかし，端末側では基地局から端末までの直接送信
と中継局から端末までの信号が異なる周波数選択性フェージングを受けるため，受信
側で信号を合成する際に直交性が崩れ，マルチアクセス干渉（MAI）によりビット誤
り率(BER)が劣化してしまう．そこで，本論文では MAI を低減するための中継器にお
けるチャネル補償法を提案する．ここでは，中継信号のチャネル補償によって基地局
から端末までと中継局から端末までの周波数選択性フェージングを同一のものとす
ることで受信端末での MAIを低減する．さらにチャネルの補償時の電力正規化をサブ
バンドに分割することで，受信側で効果的にダイバシーチゲインを得られる．計算機
シミュレーションにより，提案手法がダイバシーチゲインを得つつ MAIを低減可能な
ことを明らかにする。 
 
 
